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す
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縛
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ペ〉

曹
関
門
ら
約
百
名
の
参
加
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下
に
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リ
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を
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述
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リ
ズ
ム
と
革
命
的
ロ
マ

γ
チ
ジ

で
あ
る
c

る
い
と
い
っ
て
い
る
。
火
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で
悶
年
六
月
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で
新
し
い
民
間
歌
務

我
々
の
文
壊
が
革
命
的
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ア
リ
ズ
ム
と
本

の
文
容
の
懸
史
的
経
験
の
科
壊
的
概
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の
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あ
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ら
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マ
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ス
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し
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あ
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れ
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で
あ
る
の

と
い
う
の
は
そ
れ

リ
ア
リ
ズ
ム
1
乙
い
う
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想
的
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、
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リ
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ム
の

い
ま
い
に
す
る
か
ら
で

と
述
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、
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、
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リ
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ム
と
反
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と
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と
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歴
史
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域
活
す
る
と
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の
ひ
ハ
〈
間
的
内
容
と
呉
な
る
流
ほ
の
幾
術
的
特
徴
を
民
に
分
析
で
き
な
い
の
で
、
必
然
的
に
単
純
化
、

、
ま
た
こ
の
公
式
を
運
用
し
て
、
中
関
文
字
史
に
概
論
的
な
ャ
評
論
を
行
な
つ

えE

に
出
合
い
、
そ
の

に
問
題
一
を
説
明
で
き
ず
、

一
部
化
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t工

リ
ア
リ
ズ
ム
ム
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一
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リ
ア
リ
ズ
ム
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d
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4
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p
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J

と

た
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だ
が
私
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、

ハ
っ
し
ハ
ノ

J
Iト
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は
、
い
さ
さ
か
こ
じ
つ
け
の
所
が

1へ
jjlllJ 

と

tま

V仁

今し

R
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'
J
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j
h也
、

h
川
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1
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J
i
~
i
Hノ
h
H

J
び

と
批
判
を
加
え
て
い
る
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の
史
的
展
開
問
を
め
ぐ
る
論
争
の
一
環
を
な
し
て

こ
れ
は

ー
ブ
ヘ
d

h
」

人
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i
、、

J

いっ

j
x
c

ジ〉

か
λ

り

、
基
一
本
的
に
は
茅
活
の

致

し
て
い
る
こ

いき
Jr」

;土

L、

ア
リ
、
ス

ム
、
が
本
〈
均
的
ロ
マ
ン

A

ナ
シ
ズ
ム

-r 
、"

し、

、
リ
ア
リ
ズ
ム
の

ロ
vマ

ン
チ
シ
ズ
ム
の

プ
リ
ズ
ム
の
創
作
方
誌
と
等
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
私
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
そ

の
よ
〉
つ
に
は
い
え
ι
は
い
ο

と
い
う
の

リ
ア
リ
ズ
ム
は

の
創
作
方
法
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
。
レ
!
ニ

γ

の
世
界
観
ん
を
慕
礎



と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

ア
リ
ズ
ム
と
革
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
は
い
ず
れ
も
そ
う
で
は
な
い

マ
ル
ク
ス
・
レ

1
ニ

γ

ぷ
一
礎
と
し
な
い
な
ら
ば
、
あ
な
た
が
濃
厚
な
革
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

に
現
寅
を
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
我
々
は
こ
う
し

十子
s、骨

り
に
は
で
き
な
い

こ
の
よ
う
に
見
、
れ
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の
し
か
た
は
、
マ
ル
グ
ス
・
レ

ー
ニ
ン

の
位
界
制
仰
を
持
つ
作
家
あ
る
い

の

で

リ
ア
リ
ズ
ム

ロ
一
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の

プ
リ
ズ
ム
に

で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

と
述
、
ベ
て

リ
ア
リ
、
ス
ム

を
創
作
方
法
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の

カ斗

し

、ー

しち

る

し
刀お

し

に
つ
い
て
の

は
山
川
(
な
る
方
向
に
政
数
し
て
い
っ
た
い

コ
ニ
コ
ド
一
号
戸
立
、

〆レ》
L
U
4
K
J
Jノ，
I
Y

プ
リ
ズ
ム
と
い
う
創
作
方
法
を
吏

こ
の
創
作

義
的
傾
向
を
徹
底
的
に
被
援
し

我
々
を
飛
躍
的
に
前
進
さ
せ
、

裂
し
て
、
必
ず
き
わ
め
て
大
き
な
促
選
作
用
を
持
ち
、

〈

片

は

お

)

の
新
し
い
段
階
を
切
り
開
く

r

だ
ろ
う
。

と
い
う
井
袋
詰
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代
表
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斗
ノ
ふ
れ
肘
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芝
苛
ノ
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に
し
、
滋
肢
さ
せ

」
の
指
示
は
、
我
々
の

的
な
例
と
し
て
、

ま
さ
に

編
集
部
が
ま
と
め
た
よ
う
に

の
創
作
一
ー
刀
法
が
提
出
さ
れ
て
以
後
、
多
く
の

こ
の
理
論
的
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問
題
を
絵
討
す
る
際
に
、
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に
し
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燥
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せ
る
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の
と
み

と
す
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。
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{
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、
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霊
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グ
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広
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1
ζ
れ
じ
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に
ロ
マ
ン
チ

シ
ス
ム
の
括
協
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

に
大
終
選
時
代
の

も
あ
り
、

で
も
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

る
と
い
っ
て
い
る
り
私
も
こ
れ
ら
の
指
摘

7こ

河
内
氏
の

プ
リ
ズ
ム
の
構
成
部
分
と
し
て

の
革
命
的
ρ

マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
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第
に
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分
と
し
て
の

さ
ら
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よ
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〉
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旬
、
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ハ
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コ
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現
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れ
た
傾
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で
あ



り
、
公
然
と
挺
引
き
れ
は
じ
め
た
の
は
、

…
九
五

か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
で
あ
る
の

勺
何
ら
か
の
カ
や
思
想
、
な
い
し
は
異
な
っ
た

生
活
州
仰
が
初
闘
う
判
然
と
限
に
映
ず
る
お
応
や
衝
突
は
、
も
は
や
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
葛
藤
や
衝
突
は
、

こ
る

と
し
て
も
決
し
て
わ
が
闘
の
枇
合
に
と
っ
て
典
明
…
的
で
は
な
い
篠
件
の
も
と

こ
る
の
で

と
い
う
よ
う
に

の

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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そ
し
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イIRiJ

A 
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で
み
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あ
る
む
こ
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し
た
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は
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出
に
と
ど
ま
ら
な
い
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ス
タ
ー
リ
ン
に

似
人
山
山
市
対
の
風
淑
は
、
権
威
を
総
に
と

お
け
る

マ

i
レ
パ
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，
/
〆
十

ν

の
階
級
性
に
関
す
る
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ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
叶

の
致
後
化
に
よ
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の
停
滞
な
ど
が
そ
の
兵

般
的
な
例
で
あ
る
υ

こ
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し
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ブ
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、
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潟
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そ
し
て
と
く
に
そ
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に
た
い
す
る
作
家
お
よ

び
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評
家
の
責
任
を
解
除
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

の
た
め
に
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
幾
多
の
文

-PRF1川
こ
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d
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よ
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あ
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。
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と
こ
ろ
で
、
中
間
の

で
の

}
/
一
十
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に
お
ふ
り

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の

，，;:_ 
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νつ

そ
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」
と
は

ロ
マ
ン

シ
ズ
ム
の

る
ゆ
問
、
シ
)

ロ
マ
ン
チ
シ
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ム
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イハ
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よ
う
に
な
っ
て
き
た
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を
さ
ら
に
p

け
先
的
に
深
/
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映
す
る
こ
と
が
で
き
る
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:
:
い
と
す
る
沙
汀
や
、

考
内
ん
d

、
b
l
h

ゴ
イ
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ノ

ー

を

し、

つ

精
神
的
容
貌
と

的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

ロ
マ

γ
チ
シ
ズ
ム
と
革
命
的
リ
ア

9
ズ
ム
の
結
合
と

し
て
お
り
、
こ
り
括
主
作
古
こ

w

し

〆

、

/

し

い

灼

，

F

L
百

七

z
e
i
L
U
'

と
す
る
初
経
之
の

に
、
そ
れ
は
け
ソ
プ
リ
ズ
ム
で
あ
る
心
こ
と
ば
を
か
え
れ

の
時
代
鵠
勢
と
筏
援
な
関
係
が
あ
る
。
こ
の
ス
ロ

i
ガ
ン

に
ロ
一
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

V

}

れ

ア
ジ
、
ス
ム
と

t主

に
一
位
命
間
的
な
内
容
を
つ
う
じ
て
、
会
一
磁
的
一
に

く
jえ
iりと
し

け
る
こ

て
志
向
し
て
い
る
、
・(

小
法
制
的
〉

の
不
均
の
む
す
び
つ
き
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
よ
と
す
る
の
と
は
質
的

新
し
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衆
の
熱
情
や
革
命
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闘
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を
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潟
す
る
際
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な
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な
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も
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て
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す
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な
る
。
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り
拓
く
ロ
マ
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チ
シ
ズ
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あ
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。
だ
が
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に
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い
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あ
る
答
の
革
命
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ロ
マ
ン
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シ
ズ

.L .. 

7J人

っ
て
い
る
の
で
あ
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よ
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に
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の
混
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と
後
退
を
徐
儀
な
く
さ
れ

後
退
は
な
し
く
ず
し
に
議
後
な
形
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
Q



関
際
的
に
は
フ
ル
シ
チ
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よ
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人
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批
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在
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主
庁
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週
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そ
の
原
凶
で
あ
る
ψ

こ
の

て

と
い
う
創
作
方
法
は
作
家
の
現
賞
に
封
す
る
冷
静
な

政
祭
を
お
さ
え
、

々
な
問
販
J
V
」
十
れ
一
蹴
す
る
こ

せ
る
危
険
性
と
と
も
に
ソ

に
お
け
る

の
談
謬
と
肉
質
の
契
機

な
内
夜
し
て
い
た
の
で
あ
る
リ

?
卜
ゾ

F
!

二
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F

h
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ご
倶
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利
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J
Y
J
リ
ア
リ
ス
ム
r
b
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刊
行
方
泣
は

る
現
究
生
活
の
正
し
い
兵
際
的
な
反
映
に
装
礎
を
お
く
。
だ
か
ら
、
援
史
の
設
展

つ
い
こ
け
し
つ
工

/
卜

u

y

fト
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r
u
u
t
f
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J
d
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々
な
刻
一
討
を
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な
く
見
つ
め
、
そ
れ
を
作
品
に
結
品
さ
せ
得
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

の

そ
の
出
品
的
閥
系
化
の
進
行
す
る
中
で
、
円
以
も
前
一
一
一
脱
さ
れ
た
の
は
本
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の

あ
っ
て
、
革
命
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
始
と
の

し
て
い
な
い
。
革
命
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い

の
も
つ
内
容
は
、

は
な
は
だ
漠
然
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
「
革
命
的
」
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と
い
う
形
容
を
リ
ア
リ
ズ
ム
に
冠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
明
礁
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
む
そ
れ
は
「
結
合
」
が
公
式
に
文
撃
者
の

共
通
の
創
作
方
法
と
し
て
の

け
J

ゲ
小
山
内
え
ら
れ

お
け
る
夜
一
一
一
日
で
も
同
様
で
あ
る
。
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ア
リ
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ム
は
た
だ
細
川
什
の
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注
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〉

こ
と
は
で
き
な
い
。
純
白
の
良
質
は
、
典
型
化
の
原
則
に
綴
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J

に
お
け
る
無
認
藤
理
論
の
鼓
想
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の
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を
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っ
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い
る
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目
の
異
質
の
ほ
か
に
、
典
型
的

(
訪
問
)

現
境
の
も
と
に
お
け
る
典
型
的
人
物
の
忠
質
な
一
丹
生
産
を
ふ
く
む
」
と
い
う
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
け
/
プ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
護
一
一
一
一
日
を
論
援
に
し
て
い

レ
一
、
ナ
フ
ア
~
J

はリ
1
1

ヴ
〉
J
L
M
干
上
、

1
乙
J
c
J〈
ド
ゎ
μ

ネ
J
r
V
1
3ノ
お
山
川
仁

ソ

は
可
制
け
の
良
質
」
を
「
典
型
化
の
原
則
に
間
服
従
い
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
躍
進
嘗
時
の
中
関
で
起
こ
っ

た
様
々
な
…
才
的
や
蕊
践
を
典
担
的
で
な
い
一
部
分
的
現
象
と
し
て
無
視
し
か
ね
な
い
理
論
的
弱
黙
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
周
揚
の
報
告
が
、
個
人

る
。
と
こ
ろ
、
が
、
別
掲
の

の
資
格
で
は
な
く
、
大
合
の
基
調
と
な
る
報
告
と
い
う
性
格
か
ら
み
て
、

の
指
導
的
部
分
の
あ
る
程
度
共
通
し

あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

3アF

¥'，-

る
こ
と
に
な
っ
た
原
因
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
だ
か

者
が
、
政
治
的
、
…
枇
A
M
M

的
な
寅
践
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
場
合
で
も

の
創
作
一
方
法
に
よ
る
か
ぎ
り

か
れ
の
作
品
は
、
現



の

に
つ
い
て
の
慾
一
意
的
な
概
念
の
形
象
化
、

つ
ま
り
生
活
の
粉
飾
に
陥
い
る
危
険
性
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。

の
持
つ
想
論
的
不
整
合
性

の
采
離
に
針
し
て
、
中
関
文
察
界
で
も
、
文
護
工
作
者
第
三
次
代
表
大
舎
の
査
後
か
ら
、
修

と
し
て
、
公
式
に
認
め
ら
れ
る
の
は

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
大
躍
進
、
人
民
公
社
運
動
が
一
定
一
の
後
退
を
迫
ら
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
務
整
政
策
を
う
ち

康
濯
、
主
訪
彦
と
い
っ
た
文
整
理
論
家
に
代
表
さ
れ
る
動
向
が
そ
れ
で
あ
る

G

と
は
い
っ
て
も
、

一
九
六
四
年
八
・
九
期
合
併
競
の

誌
上
の
弓
中
間
人
物
を
描
け
』
に
関
す
る
材
料
」

正
を
求
め
る
勤
き
が
で
て
い

出
し
た
時
期
に
重
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
編
朱
部
に
よ
っ
て
絵
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
コ
九
六

O
年
冬
か
ら
六
二
年
夏
に
か
け
て
、
か
れ
(
部
茎
麟
を
さ
す
、

悲
報
い
編
集
部
に
お
い
て
、
こ
の
主
張
を
く
り
か
え
し
て
鼓
吹
し
、
町
文
義
報
』
が
社
説
と
評
論
に
書
い
て
公
然
と
宣
侍
す
る
よ
う
要
求
し
た
。

・
:
郊
茶
麟
同
志
は
本
絡
的
に
作
家
た
ち
に
む
か
つ
て
町
中
間
人
物
を
描
け
』
と
い
う
主
張
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

は
円
文

『
日
ツ
ア
リ
ズ
ム
を
深
め

よ
い
の
瑚
論
を
提
出
、
あ
わ
せ
て
設
時
の
長
村
の
情
勢
、
人
民
内
部
の
矛
盾
と
創
作
の
現
紋
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、

一
連
の
誤
っ
た
言
論
を
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い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
部
川
金
麟
は
「
英
雄
的
人
物
と
お
く
れ
た
人
物
は
南
端
で
，
中
間
の
獣
態
に
い
る
人
物
が
大
多
数
で
あ
る
ο

一
の
釘
象
は
中
間
人
物
で
あ
る
。
:
:
:
英
雄
、
模
範
を
の
み
描
い
て
、
矛
盾
の
入
り
ま
じ
っ
た
複
雑
な
人
物
を
描
か
な

い
な
ら
ば
、
小
説
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
不
足
す
る
。
性
格
の
創
造
は
、
主
と
し
て
人
物
自
身
の
行
動
、
心
理
拡
態
に
た
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
の
矛

σ〉

加
を
反
映
す
る
こ
と
に

し
と
主
張
し

え
ど
り
に

の
砲
で
、

我
々
の
若
干
の
作
品
は
か
な
り
の
深
さ
に
達
し
て
お
り
、
若
干

の
作
家
は
良
村
闘
争
の
長
期
性
、
間
難
性
に
深
い
認
識
を
も
っ
て
い
る
0

・
:
:
・
あ
る
人
の
考
え
で
は
、
こ
こ
数
年
越
樹
理
に
封
す
る
評
僚
が
低

い
、
今
向
は
そ
れ
を
改
め
た
い
と
い
う
。
な
ぜ
越
氏
を
賞
設
す
る
の
か
、
そ
れ
は
か
れ
が
長
期
性
、
問
問
難
性
を
描
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今
か
ら

IJl 

、
彼
は
よ
り
深
く
凡
て
い
た
こ
と
に
な
る
ひ
こ
れ
は
リ
ア
リ
ズ
ム
の
勝
利
で

の
訂

u
L
q
A
ム

、

也

qA?
司

え

っ

問
必
叫
仲
村
川
内
絞
殺
制
M
b

な
ど
一
連
の
農
村

大
躍
進
、
人
民
公
枇
運
動
が
失
調
獄
事
…
に
陥
っ
た
問
先
紋
を
客
観
的
に
反
映
す
る
作
家
の
限
を
、
そ
し
て
そ
の

文
明
作
品
に
お
け
る
形
象
化
を
安
求
し
た
の
で
あ
る
ω
だ
が
、
俗
芸
麟
ら
の
常
時
の
文
勢
界
で
は
結
局
、
批
判
の
針
象
と
さ
れ
、

L!Y-
材
し

の
創
作
方
法
が
さ
ら
に
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ハ
「
中
間
人
物
議
」
に
つ
い
て
は
、
別
に
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い



と
思
う
C
)

ー
ヘ

-

J

、

トん

i
J

〉

L
I
T
-
-
‘
¥
滑
に
ム

ZrJ型
左
一
〉
支
払
γ
こ
一
工
工
つ
介
し
、

/
U

初
予
町
泊
イ
ノ

E
q
p、
5
』

U
s
i
i
b
y
ノ
f
T
i
4
4
4

リ
ア
リ
ズ
ム
の
創
作
方
法
を
次
第
に

て
い
く
治
程
を
概

概
し
た
り
そ
し
て
、

の
最
大
の
特
徴
が
革
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
強
調
に
あ
り
、
そ
れ
は
ソ

と
問

質
の
も
の
で
あ
る
こ

た
ヘ
〉
も
と
よ
り

に
せ
よ

プ
リ
ズ
ム
い
に
せ
よ
、
そ
の

の
是
非
を
抽
象
的
に
論

ず
る
こ
と
は
宍
り
あ
る
こ
と
と
は

ぃJ

ど
の
よ
う
な
斑
論
に
せ
よ
、
と
り
わ
け
そ
れ
が
文
畿
の
創
作
方
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
納
象
的
次
元
に
と
ど
ま
る
限
り
力
を
持
ち
え
な
い
。
文
邸
内
作
品
創
造
の
質
際
郎
に
お
い
て
、

い
か
な
る
影
響
と
達
成
を
な
し
得
た
か
が

を
め
ぐ
る
問
題
は
す
で
に
現
代
中
間
文
翠
の
基
本
的
方
向
を
在

側
々
の
作
家
、
作
品
に
そ
く
し
て
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、

右
す
る
主
要
な
鎚
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
許
債
を
避
け
て
現
代
中
関
文
阜
の
動
向
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
で
は
一
部
に

は
「
生
産
労
働
↓
リ
ア
リ
ズ
ム
、
歌
!
v
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
、
穀
物
l
v
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
統
合
」
で
あ
る
と
い
っ
た
安
易

な
解
稗
を
す
る
人
も
あ
る
が
、
現
究
の

の
粉
飾
に
通
ず
る

の
創
作
方
法
は
、
清
算
、
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
代
中
間
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の

と
い
え
よ
う

U

法

13

劉
少
九
川
、
中
草
ふ
仁
川
別
総
工
合
第
八
郎
全
開
代
表
大
脅
演
説
、
一
九
五
七
二
一
月
ニ
日
、
内
日
新
築
咋
月
刊
h

九
五
八
年
一
一
銃
所
敗
。

注

2
Z出
川
町
民
、
力

dγ
上
川
t
i
l
-
-
女
皐
界
大
判
官
立
誤
禽
綜
合
報
道

!iuコ
ズ
慈
雲
…
九
五
八
年
六
期
所
政
一
。

注
3

叫
ん
交
問
中
許
品
工
作
的
一
次
前
一
四
合
誌
円
、
科
目
文
惑
報
b

一
九
五
八
年
八
期
一
所
政
。

出

4

門
戸
じ
主
出
樹
祭
一
川
市
長
村
」
…
、
↑
ぺ
人
民
子
山
川
一
い
一
大
公
報
枇
、
一
九
五
九
年
所
牧
、
町
人
民
日
報
h

一
九
五
八
年
八
月
二
一
日
原
教
c

金
丸
一
中
川
八
円
人
民
公
紋

の
形
成
と
そ
の
性
格
い
の
指
…
国
二
よ
る
、
中
間
前
究
所
編
門
中
間
附
枇
食
主
義
の
研
究
』
合
同
出
版
社
。
一
九
五
九
年
所
故
。

:
今
官
、
!
，
一
-
一
、
ー
l
i
i
J
F
、
D
P
i
i
A
?
i
p
i
M
T
A
A
¥
i
f
-
-

《

i!t?tkJK
コ

註
5
σ
人
民
約
持
L

一
一
カ

l
h
t
4
J
f
月
二
正
門
事

4

注
6
U
J
交
際
報
的
資
促
陪
純
一
万
向
態
常
批
判
河
内
人
民
日
報
ゐ
一
九
一
九
七
年
七
月
一
日
放
論
争

山
7

何
註
(
六
日
兆
刊
日
〉
一
?
丸
山
川
正
義
i
i
i
i
波
間
的
、
以
尚
一
一
、
一
人
氏
支
純
一
三
一
九
五
六
年
九
月
経
所
牧
a

住

8

m
ソ
ヴ
エ
ト
作
家
同
出
規
約
ぺ
山
一
竹
と
版
…
総
門
社
命
日
主
義
レ
プ
リ
ズ
ム
匂
青
木
害
賠
一
九
五
一
一
一
年
所
牧
rv

注

9

町
、
中
凶
作
家
協
合
規
約
rJ

、
中
間
文
向
山
了
術
的
山
術
工
作
者
第
一
一
間
代
表
大
禽
特
集
、
主
χ
事
邸
内
節
の
繁
柴
の
た
め
に
』
駿
台
位
、

民
mw

…
討
論

H

獄
絵
花
仁
、
町
交
感
報
」
一
一
九
五
八
年
七
期
所
段
。

一
九
五
四
年
所
段
。
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内
文
化
大
半
命
関
係
交
畝
年
去
F

一
一
、
安
法
彦
太
郎
編
叫
文
化
大
革
命
の
研
究
n

町
、
車
紀
書
男
、
一
九
六
八
年
所
一
段
。

t

，
ソ
グ
ユ
ト
作
家
向
山
第
一
同
大
台
に
お
け
る
企
ソ
共
産
禁
中
火
委
員
脅
書
記
ア
・
ァ
，
ジ
ダ

i
ノ
フ
の
演
説
岡
山
石
上
額

山
本
川
ハ
叫
ん
的
、
一
九
五
一
一
一
年
所
政
む

FmLJuq抗
偶
円
以
fm

百
川
化
交
一
供
出
版
社
、
一
九
五
人
年
心
(
邦
諜
に
加
藤
平
八
一
「
東
洋
一
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
…
一
致
読
書
位
、
一
九
五
九
年
が
あ
る
。
〉

劉
ム
八
一
五
一
字
八
月
ド
的
下
一
流
反
主
他
守
中
関
作
家
協
命
日
上
海
分
台
編
町
中
間
文
事
一
史
討
論
集
」
一
中
華
九
志
向
旬
、
…
九
五
九
年
所
牧
心

不
可
一
一
刻
玲
山
見
詰
七
良
一
一
、
…
一
白
込
介
入
世
一
一
一
九
丘
ヘ
に
一
十
ヘ
円
波
好
投
心

J
j
u
l
F
i
j
i
-
-
υ
r
d
F
t
f
'寸

t
e
r
-
-
;
;
ノ

ゴ

ノ

J
1
7
j
J

昨
革
命
的
民
民
主
義
和
革
命
的
一
仮
設
主
義
組
結
合
問
題
的
一
討
論
b
、
一
一
虎
女
地
」
…
一
九
五
八
年
八
月
競
所
枚
。

…1内
外
H

W
開
刊
山
側
於
午
命
的
羽
山
久
主
義
和
革
命
的
浪
没
主
義
相
結
合
問
題
的
討
論
」
1

2文
吋
創
刊
報
」
一
一
九
五
人
年
ニ
一
期
所
牧
。

一山
i

閣
に
行
け
る
革
命
的
リ
ア
ー
ス
ム
と
ネ
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
結
合
の
問
題
黙
に
つ
い
て
h
、一一
γ
文
化
評
論
」
…
…
九
六
九
年
一
月
続
所
一
枚
a

ニ
コ
ラ
イ
・
ク
イ
ル
タ
同
ソ
ピ
エ
ト
義
一
前
一
一
誌
上
の
夜
一
一
一
日
よ
り
、
江
川
ぃ
淳
一
…
-
現
代
ソ
ビ
エ
ト
文
部
?
の
世
界
』
品
交
就
、
九
一
ハ
八
年
所
牧
。

シ
l
モ
ノ
フ
門
ソ
グ
エ
ト
の
怒
術
的
散
文
~
…
、
町
第
一
一
向
ソ
ウ
エ
ト
作
家
大
脅
b

合
同
出
版
日
匹
、
一
九
五
六
年
所
牧
。

川
ソ
述
邦
共
淀
川
間
史
小
第
一
一
…
分
如
、
日
本
共
定
説
中
山
八
委
員
合
出
版
部
、
一
九
六
三
年
。

沙
汀
川
作
家
的
じ
以
任
勺
門
人
民
文
壊
、
均
一
九
六

O
年
八
月
続
所
枚
。

同
州
知
似
之
内
閥
於
革
命
的
視
民
主
義
和
不
命
的
浪
没
主
義
相
結
A

甘
い
、
記
入
製
部
同
一
九
五
八
年
二
一
一
一
期
所
枚
。

ソ
法
判
明
ア
カ
デ
ミ
ー
前
究
所
編
ペ
美
阜
の
法
礎
F
h

第
一
一
…
分
加
、
将
催
問
、
一
九
六
九
年
。

内
初
日
仇
同
社
自
主
義
文
準
的
道
路
ー
一
、
一
一
“
中
間
介
入

mr務
術
工
作
者
第
三
次
代
表
大
合
文
件
F
b

人
民
文
理
出
版
枇
、

エ
ン
ケ
ル
ス
守

Y

i
ガ
レ
ツ
ト
・
ハ

i
ク
、
ネ
ス
へ
の
手
紙
片
町
一
マ
ル
ク
ス
・
ユ
ン
ゲ
ル

λ

義
術
論
b

青
木
議
出
、

中
文
弘
知
h

編
集
部
編
内
側
於
川
一
刀
中
山
人
物
H

的
材
料
~
…
、
コ
災
前
駒
内
報
知
一
九
六
四
年
八
・
九
刻
一
合
併
続
。
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